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№ 10 創刊号

№ 50

60-69 号（2010.11 ～ 2013.2）
東日本大震災が発生。

「明日を信じて 元気！ 北茨城」の
スローガンを旗印に、復興にまい進。
ウォルトディズニー展開催。

50-59 号（2008.5 ～ 2010.8）
高齢化が進む中、旭村長 ( 当時 ) 石津
正雄氏が推進する「健康いきいき体
操教室」が市民体育館で開催。健康
寿命を延伸するイベントに多くの高
齢者が参加。

10-19 号（1998.5 ～ 2000.8）
№ 11 か ら「 市 内 の 名 所・ 旧 跡 」、
№ 15 から一般質問者ごとに記事掲
載。No.18 から表紙がカラー印刷に、
五浦美術館の連載が開始。

創刊 -9 号（1996.5 ～ 1998.2）
当時、定数 28 人で４常任委員会。

「議会だより」編集委員会は９人。
№８に県天心記念五浦美術館の全景。

「
市
議
会
だ
よ
り
」100
号
を
迎
え
て

　
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、
記
念
す
べ
き
１
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

も
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

編
集
委
員
会
は
、
議
員
自
ら
が
編
集
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
か
ら
親
し

ま
れ
、
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。
そ

の
為
に
、
市
議
会
だ
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位
に
な
っ
た
自
治
体
を
訪
問
し

た
り
、
専
門
家
主
催
の
研
修
会
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
、
紙
面
を
作
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
良
い
紙
面
作
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長　

豊
田
弘
俊

№ 60
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№ 40

№ 90

90-99 号（2018.2 ～ 2020.5）
コロナ対策に議会も対応し、会議は
時間短縮、本会議は傍聴者なしの対
応を余儀なくされる。

40-49 号（2005.11 ～ 2008.2）
2007 年 5 月に漁業歴史資料館「よう・
そろー」がオープン。豊かな自然や
観光資源と一次産業を結び付け、地
域振興の一つとして取り組む「ブルー
ツーリズム」の推進拠点。

№ 30

№ 80

30-39 号（2003.5 ～ 2005.8）
市民病院建設検討・構造改革特区・
温暖化防止・北部幹線道路・市町村
合併などが論議された。

№ 20

№ 70

70-79 号（2013.5 ～ 2015.9）
新病院建設にあたり「病院経営検討
特別委員会」設置。経営の安定化及
び地域医療のあり方等の調査研究を
行い提言。

20-29 号（2000.11 ～ 2003.2）
乳幼児医療・路線バス・狂牛病対策・
市民病院問題などが論議された。
雨情生誕 120 年記念事業を実施。

80-89 号（2015.11 ～ 2017.11）
新消防本部庁舎、市民病院、新図書館、
関南小学校などの公共施設の建て替
えが進み、震災からの復興が現実の
ものとなってきた。
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第 2 回定例会  一般質問

鈴木康子議員

コロナ禍は不安定な状況であり、
当面はこのままですすめたい

インフラ面での支援策として水道料の
減免策はいかがか
市　　長

問　
市
の
コ
ロ
ナ
対
策
方
針
に

市
民
病
院
へ
の
支
援
が
あ
る
が
、

国
の
第
２
次
補
正
予
算
の
使
途

に
つ
い
て
の
考
え
は
い
か
が
か
。

市
長
公
室
長　
病
院
へ
の
支
援

策
は
、
臨
時
交
付
金
に
充
当
す

る
か
ど
う
か
含
め
、
国
・
県
の

補
助
金
額
が
明
ら
か
で
な
い
の

で
、予
算
措
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

第
２
次
補
正
の
今
後
を
み
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
イ
ン
フ
ラ
面
で
の
支
援
策

と
し
て
水
道
料
の
減
免
策
は
い

か
が
か
。

市
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
ひ
ど
い
状

態
で
す
が
、
こ
の
先
不
安
定
な

状
況
で
あ
り
、
ま
た
水
道
は
重

要
な
問
題
な
の
で
、
当
面
は
こ

の
ま
ま
で
す
す
め
た
い
。

要
望　
自
治
体
に
向
け
ら
れ
た

２
次
補
正
予
算
を
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
も
使
う
よ
う
要
望
す
る
。

　
避
難
所
に
つ
い
て　

問　
感
染
症
対
策
を
含
む
災
害

時
の
避
難
に
つ
い
て
の
見
直
し

は
い
か
が
か
。

総
務
部
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
避

難
所
以
外
の
安
全
な
親
戚
・
知

人
宅
へ
の
避
難
検
討
も
提
唱
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
避
難
所
の
増

設
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
と
も

に
、
衛
生
対
策
用
品
の
配
置
を

進
め
、
資
材
の
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。
非
接
触
型
体
温
計
は

17
個
確
保
し
、
今
後
も
購
入
を

進
め
ま
す
。
発
熱
者
に
は
、
市

民
体
育
館
の
柔
剣
道
場
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
テ
ン
ト
と
横
幕

で
飛
沫
感
染
を
防
ぎ
ま
す
が
、

当
面
、
速
や
か
に
購
入
で
き
る

段
ボ
ー
ル
で
対
処
し
ま
す
。　

市
長　
コ
ロ
ナ
対
策
は
現
在
進

行
形
で
、
一
般
財
源
か
ら
の
予

算
措
置
も
含
め
防
災
用
資
材
の

購
入
と
、
複
合
災
害
の
訓
練
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

要
望　
「
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）
が
公
開
し

て
い
る
、
感
染
症
対
策
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
市
民
に
も
わ
か
り

や
す
い
『
避
難
生
活
お
役
立
ち

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
』
の
活
用
を

要
望
す
る
。

　
学
校
教
育
に
つ
い
て

問　
３
月
２
日
か
ら
の
突
然
の

一
斉
休
校
は
、
年
度
替
わ
り
を

は
さ
み
３
ヶ
月
の
長
期
休
業
と

な
っ
た
。
学
習
に
相
当
の
遅
れ

と
格
差
が
広
が
り
、
心
身
の
ス

ト
レ
ス
も
あ
る
な
か
で
、
手
厚

く
柔
軟
な
教
育
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
教
育
環
境
、
特
に
学
習

計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
国
や
県
の
学
校
再
開

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、
教

育
委
員
会
と
校
長
会
で
決
定
し

た
内
容
を
も
と
に
、各
学
校
で
、

各
教
科
領
域
の
年
間
指
導
計
画

を
見
直
し
て
い
ま
す
。
行
事
は

潤
い
や
変
化
を
与
え
る
も
の
で
、

開
催
時
期
、
場
所
や
方
法
な
ど

精
選
し
、
見
直
し
を
し
て
い
ま

す
。

問　

31
人
超
え
る
学
級
が
小

学
校
で
79
の
う
ち
18
、
中
学

校
で
35
の
う
ち
19
あ
る
。
３

密
回
避
に
学
級
を
わ
け
る
手
立

て
が
必
要
だ
が
、
目
安
は
あ
る

の
か
、
ま
た
授
業
方
法
は
い
か

が
か
。

教
育
長　
学
校
の
実
態
や
施
設

設
備
の
大
き
さ
で
対
応
し
て
い

ま
す
。
何
人
と
い
う
限
定
的
な

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
学
校

で
は
３
密
回
避
の
教
室
は
確
保

で
き
て
い
ま
す
。中
学
校
で
は
、

時
間
割
の
編
成
や
教
育
機
器
の

利
用
で
工
夫
し
て
い
ま
す
。
施

設
、
教
職
員
の
配
置
、
ま
た
は

時
間
割
編
成
な
ど
を
総
合
的
に

考
え
弾
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
県
事
業
で
の
非
常
勤
講
師

な
ど
、
増
加
す
る
授
業
数
に
対

応
し
て
給
与
の
保
障
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
市
独
自
採
用
の
職

員
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
さ
ま
ざ
ま
な
講
師
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
校

再
開
後
の
個
々
の
学
習
に
き
め

細
か
な
対
応
を
図
る
目
的
で

１
０
０
時
間
か
ら
１
５
０
時
間

ほ
ど
ふ
や
す
な
ど
の
変
更
は
あ

り
ま
す
。
特
に
夏
休
み
、
冬
休

み
期
間
中
に
実
施
す
る
場
合
に

有
効
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　

市
独
自
で
採
用
し
て
い
る
職

員
に
つ
い
て
も
、
今
後
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問　
７
時
間
授
業
や
土
曜
授
業

の
実
施
、
夏
休
み
に
つ
い
て
は

い
か
が
か
。

教
育
長　
学
校
独
自
の
対
応
に

な
り
ま
す
。
７
時
間
授
業
は
あ

り
得
ま
す
が
、
土
曜
授
業
は
検

討
し
て
い
ま
せ
ん
。
夏
休
み
は

短
縮
を
検
討
し
て
お
り
、
授
業

日
に
は
、
給
食
実
施
の
方
向
で

考
え
て
い
ま
す
。

要
望　
感
染
者
発
生
の
場
合
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
保
護
者
に
も

周
知
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
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柴田キクエ議員

隣接する市役所の防災本部機能を補完し、
炊き出しなどの防災拠点として活用します

市長公室長

問　
災
害
時
の
自
家
発
電
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長
　
自
家
発
電
機
を

設
置
し
、
停
電
時
に
お
い
て
も

防
災
上
必
要
な
設
備
へ
の
電
力

供
給
を
行
う
予
定
で
す
。

問　
防
災
機
能
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　
炊
き
出
し
機
能
、

非
常
食
な
ど
の
備
蓄
機
能
、
避

難
所
機
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
家
発
電
設
備
と
併
せ
て
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
施
設
、
受
水
槽
、

備
蓄
食
材
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
停
電
・
断
水
時
に
お
い
て

も
米
飯
及
び
汁
物
な
ど
の
炊
き

出
し
が
可
能
で
す
。

問　
今
後
の
活
用
方
針
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長
公
室
長　
復
興
事
業
の
総

仕
上
げ
と
し
て
整
備
を
し
て
い

る
も
の
で
、
震
災
時
に
苦
慮
し

た
炊
き
出
し
や
、
非
常
食
な
ど

の
備
蓄
、
避
難
所
機
能
を
補
う

べ
く
整
備
し
て
い
ま
す
。

完
成
後
に
つ
い
て
は
、
東
日

本
大
震
災
級
の
災
害
時
に
も
防

災
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
管

理
に
努
め
、
災
害
時
に
は
隣
接

す
る
市
役
所
の
防
災
本
部
機
能

を
補
完
し
、
防
災
拠
点
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問　
経
済
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　
国
や
茨
城
県
の

経
済
対
策
の
隙
間
を
縫
う
べ
く
、

①　

市
民
の
感
染
症
予
防
に
対

す
る
支
援

②　

外
出
自
粛
要
請
の
影
響
を

最
も
受
け
て
い
る
飲
食
・
宿
泊

事
業
者
に
対
す
る
支
援

③　

小
中
学
校
の
臨
時
休
校
に

伴
う
家
計
負
担
の
増
大
に
対
す

る
支
援

④　

市
内
の
医
療
を
支
え
る
市

民
病
院
に
対
す
る
支
援

４
つ
の
項
目
を
柱
と
し
て
い
ま

す
。

問　
財
源
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　
現
在
の
厳
し
い

財
政
状
況
を
鑑
み
、
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
な
ど
国
の
制
度
を

最
大
限
活
用
し
ま
す
。

問　
学
校
休
校
に
よ
る
子
ど
も

た
ち
の
学
力
、
体
力
、
ス
マ
ホ

依
存
な
ど
の
影
響
と
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
と
学
校

で
協
議
し
、
定
期
的
な
家
庭
訪

問
や
電
話
で
の
対
応
を
し
ま
し

た
。

　

５
月
に
は
週
１
回
の
分
散
登

校
を
行
い
、
家
庭
学
習
の
課
題

を
回
収
し
、
新
た
な
課
題
を
渡

す
な
ど
し
ま
し
た
。

　

家
庭
で
学
習
を
進
め
る
た
め

の
学
習
支
援
と
し
て
、
県
作
成

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
授
業
動
画
「
い
ば
ら
き
オ
ン

ラ
イ
ン
ス
タ
デ
ィ
」
の
活
用
を

す
す
め
、
通
信
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
家
庭
に
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
配

付
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
貸
与

を
行
い
、
学
力
の
習
得
に
努
め

ま
し
た
。

　

体
力
面
に
つ
い
て
は
、食
事
、

運
動
、
睡
眠
を
大
切
に
し
て
生

活
す
る
よ
う
に
指
導
し
な
が
ら

も
、
感
染
症
対
策
を
考
え
た
上

で
の
適
切
な
運
動
を
奨
励
し
ま

し
た
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
か

ら
出
さ
れ
た
「
運
動
取
組
カ
ー

ド
」
を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち

が
意
欲
的
に
運
動
に
取
り
組
み

効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム

機
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
長
期
休

業
中
の
生
活
習
慣
を
整
え
る
よ

う
指
導
し
ま
し
た
。毎
日
の「
健

康
観
察
カ
ー
ド
」
で
１
日
を
振

り
返
っ
た
り
、
１
週
間
の
計
画

や
１
日
の
時
間
割
な
ど
を
作
成

し
、
時
間
の
使
い
方
を
考
え
る

取
組
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
再
開
後
の
指
導
に
つ
い

て
は
、
休
業
中
の
取
組
状
況
の

把
握
を
基
に
、
授
業
を
通
し
て

の
指
導
や
繰
り
返
し
学
習
に
よ

り
定
着
に
努
め
ま
す
。

要
望　
２
０
２
１
年
は
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
、

市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
、
防
災
教
育
の
充
実
を
要
望

す
る
。

複合防災センターの活用について
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産
業
建
設
委
員
会

 

　
会
期
中
に
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
を
開
催

し
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
会
の
分
掌
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
も
質
疑
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
委
員
会
で
の
質
疑
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

地 区 名 工　　種 受益面積
（ha）

概 算 事 業 費
（千円） 完 成 年 度

上桜井地区 排水路改良工事 １．０ 　１，７００　         　令和２年度
下桜井地区 用水路改良工事 ２．０ １２，０００ 令和 4 年度
峰 岸 地 区 用水路改良工事 １．５ １０，０００ 令和 4 年度
木 皿 地 区 用水路改良工事 ４．０ 　４，６００ 令和２年度
中 妻 地 区 排水路改良工事 １．２ 　３，４００ 令和２年度
神 岡 地 区 農 道 整備工事 ８．０ 　５，６００ 令和２年度
関本中地区 用水路改良工事 ３．９ １１，０００ 令和 5 年度

令和２年度土地改良事業計画

　

６
月
10
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ

た
議
案
７
件
、
請
願
１
件
を
審
査
し
ま

し
た
。

　
補
正
予
算
に
つ
い
て

問
　
衛
生
費
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
ご
み
処
理
費
は
規
定
額
43
億
７
２

０
３
万
７
千
円
で
、
補
正
額
４
０
０
万

円
を
増
額
し
、
合
計
43
億
７
６
０
３
万

７
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
全
世
帯
を
対
象
に

燃
や
せ
る
ご
み
専
用
袋
、
１
袋
10
枚
を

無
償
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

内
訳
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
専
用
袋
の

購
入
費
と
し
て
１
３
６
万
３
千
円
、
引

換
券
印
刷
費
と
し
て
78
万
２
千
円
、
引

換
用
ハ
ガ
キ
の
郵
便
料
と
し
て
１
２
１

万
円
、
市
役
所
と
常
設
の
配
布
場
所
以

外
の
市
内
７
箇
所
で
巡
回
配
布
す
る
業

務
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
委
託

費
64
万
５
千
円
で
す
。

問
　
商
工
費
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
商
工
業
振
興
費
４
１
０
０
万
円
は
、

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
の
補
正
で
す
。

　

内
訳
は
、
中
小
企
業
事
業
継
続
応
援

貸
付
金
１
７
０
０
万
円
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
売
り
上

げ
が
減
少
し
た
市
内
の
中
小
企
業
、
個

人
事
業
主
に
対
し
て
市
と
県
が
協
調
し

資
金
を
貸
し
付
け
し
、
事
業
継
続
を
支

援
す
る
た
め
の
協
力
金
で
す
。

　

一
事
業
所
の
貸
し
付
け
上
限
額
は
２

０
０
万
円
で
、
県
が
４
分
の
３
、
市
が
４

分
の
１
を
負
担
し
、
市
は
一
事
業
所
あ

た
り
50
万
円
を
限
度
に
貸
し
付
け
す
る

も
の
で
、
貸
し
付
け
対
象
事
業
者
数
を

34
件
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
申
請
の
受

付
は
、
市
商
工
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間
は
令
和
２
年
５
月
11
日
～
３
年
２

月
26
日
ま
で
で
す
。

　

デ
リ
バ
リ
ー
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
サ
―

ビ
ス
実
施
応
援
事
業
補
助
金
２
４
０
０　
　
　
　
　

万
円
は
、
同
じ
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
売
り
上
げ
の
減
少

と
経
営
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る

飲
食
店
な
ど
が
、
デ
リ
バ
リ
ー
ま
た
は

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
事
業
を
行
う
た
め
の
経

費
を
補
助
し
、
事
業
継
続
を
支
援
す
る

た
め
の
補
助
金
で
す
。
補
助
額
は
、
一

事
業
所
あ
た
り
上
限
20
万
円
、
参
加
事

業
者
数
１
２
０
件
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

申
請
期
間
は
、
２
年
５
月
11
日
～
６
月

30
日
ま
で
、
補
助
対
象
期
間
は
、
４
月

１
日
～
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
震
災
復
興
市
町
村
幹
線
道
路
整
備

　
支
援
事
業
支
援
対
象
道
路
の
北
町
・

　
関
本
中
線
整
備
に
つ
い
て

答　
今
年
度
は
復
興
創
生
期
間
の
最
終

年
度
で
あ
り
、
事
業
完
成
ま
で
の
す
べ

て
の
工
事
委
託
費
で
２
年
５
月
15
日

に
、
茨
城
県
と
仮
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

工
事
の
主
な
内
容
は
、
跨
線
橋
周
辺

の
擁
壁
工
事
、
深
田
橋
上
部
工
事
、
交

差
点
改
良
工
事
な
ど
を
行
い
早
期
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

問
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
Ｊ
Ｒ
工
事
は
今
年
の
12
月
で
概
ね

終
わ
る
予
定
で
す
が
、
そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ

跨
線
橋
周
辺
の
地
盤
改
良
や
擁
壁
工
事

を
行
う
た
め
、
２
年
度
の
完
成
は
難
し

い
状
況
で
す
。
現
在
の
進
捗
状
況
は
約

60
％
で
、
今
年
の
12
月
に
は
80
％
の
予

定
で
す
。
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文
教
厚
生
委
員
会

施
し
て
い
ま
す
。

　

受
診
者
は
２
４
５
人
（
６
月
10
日
現

在
）、
市
内
は
１
９
７
人
で
す
。
年
代

別
で
は
、
20
～
39
歳
で
１
０
６
人
で
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
受
検
者
数
は
93
人
、
市
内
66

人
で
す
。
な
お
、
外
来
・
救
急
外
来
・

入
院
を
含
め
た
検
査
総
数
は
１
２
６

人
、
市
内
90
人
で
す
。

　
学
校
教
育
に
つ
い
て

問  

学
校
で
の
消
毒
・
衛
生
資
材
、
体

温
計
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
マ
ス
ク
、
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー

ル
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
（
給
食
配
膳
者

用
）、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
は
、
市
で

一
括
購
入
し
、
各
学
校
へ
の
配
付
を
進

め
て
い
ま
す
。
非
接
触
型
体
温
計
を
全

学
校
に
配
備
の
予
定
で
す
。

問
　
学
校
休
業
中
の
子
ど
も
た
ち
の

ス
ト
レ
ス
の
実
態
把
握
と
そ
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
臨
時
休
業
中
は
登
校
日
に
、
学
校

再
開
後
は
毎
日
の
学
校
生
活
で
、
児
童

生
徒
の
様
子
・
表
情
な
ど
を
観
察
、
生

活
や
心
の
状
態
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
な
ど
で
、
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
。
把
握
し
た
情
報
な
ど
を
も
と
に
、

二
者
面
談
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
活
用
を
実
施
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒

の
不
安
や
悩
み
に
つ
い
て
相
談
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

問
　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
の
学
習
支

援
の
実
施
の
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
一
人
１
台
の

整
備
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
　
各
種
健
診
・
予
防
接
種
で
の
対
応
、

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
新
生
児
訪
問
は
、
訪
問
家
庭
と
訪

問
者
と
も
に
、
発
熱
や
風
邪
症
状
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
感
染
予
防

の
工
夫
を
行
な
い
、
産
婦
や
家
族
の
要

望
が
あ
る
家
庭
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

４
ヶ
月
児
健
診
は
３
月
か
ら
５
月
ま

で
中
止
し
、
乳
児
の
発
育
や
発
達
に
関

す
る
相
談
が
あ
る
場
合
は
個
別
に
対
応

し
、
生
後
６
～
７
ヶ
月
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
乳
児
一
般
健
康
診
査
票
（
公

費
負
担
）
を
利
用
し
て
の
医
療
機
関
で

の
健
診
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
５
月
下
旬
か
ら
、
通
常
４
ヶ
月

児
健
診
に
て
配
付
し
て
い
る
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
を
届
け
る
た
め
保
健
師
が
対
象

者
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
は
、
例
年
ど
う
り
個
別
通

知
を
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
整
備
予
定
の
「
子
育

て
支
援
ル
ー
ム
」は
、テ
ー
ブ
ル
や
マ
ッ

ト
な
ど
の
備
品
を
設
置
し
、
６
月
最
終

週
に
は
壁
の
装
飾
、
入
口
案
内
な
ど
を

整
備
予
定
で
す
。

６
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ

た
議
案
５
件
を
審
査
し
、
そ
の
他
に
つ

い
て
は
質
問
文
書
を
提
出
し
、
文
書
で

回
答
を
受
け
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
に
つ
い
て

答　
民
生
費
で
は
、
保
育
対
策
総
合
支

援
事
業
費
２
０
０
万
円
で
、
保
育
所
に

お
け
る
感
染
防
止
用
備
品
購
入
費
な
ど

を
補
助
、
保
育
所
４
園
に
各
50
万
円
で
す
。

衛
生
費
で
は
、
妊
婦
特
別
給
付
金

事
業
に
１
６
５
万
円
、
茨
城
県
の
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
た
間
の
高

水
準
の
予
防
対
策
を
支
援
す
る
た
め
１

人
当
た
り
１
万
円
を
給
付
し
ま
す
。
対

象
者
は
本
年
５
月
14
日
ま
で
に
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で

１
５
０
人
で
す
。

　

教
育
費
で
は
、
学
校
給
食
臨
時
休
業

対
策
事
業
費
で
１
３
４
万
９
千
円
計

上
し
ま
し
た
。
学
校
休
業
に
伴
い
、
米

飯
・
パ
ン
及
び
麺
の
加
工
業
者
に
対

し
、
市
学
校
給
食
会
が
負
担
す
る
違
約

金
相
当
額
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
明
徳
小
学
校
お
よ
び
平
潟
小
学
校

に
新
た
に
特
別
支
援
学
級
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
伴
う
空
調
設
備
工
事
費

２
３
２
万
１
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
策
に
つ
い
て

　
市
民
病
院
で
の
対
応
に
つ
い
て

答　
基
本
的
に
全
診
療
科
の
一
般
診
療

を
通
常
ど
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
外

来
患
者
全
員
に
対
し
て
、
正
面
玄
関
前

で
の
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
い
、
症
状
内
容

で
感
染
症
疑
い
の
あ
る
患
者
は
感
染
症

外
来
で
の
受
診
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

院
内
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
基

本
的
に
ご
家
族
も
完
全
面
会
禁
止
で
あ

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
前
に
お
い
て
洗
濯
物

な
ど
の
受
け
渡
し
業
務
を
病
院
外
職
員

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
入
院
患
者
は
急
ぎ
の
治
療
が
必

要
な
方
を
最
優
先
と
し
、
ま
た
、
健
診

な
ど
の
予
約
を
延
期
す
る
措
置
を
と
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
救
急
搬
送
さ
れ

た
患
者
に
つ
い
て
も
医
師
の
判
断
に
よ

り
検
査
を
実
施
し
、
感
染
症
疑
い
が
あ

る
場
合
は
検
査
結
果
が
出
る
ま
で
の
期

間
、
症
状
に
よ
り
入
院
経
過
観
察
の
対

応
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。　

問
　
感
染
症
外
来
の
開
設
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
感
染
症
対
策
と
し
て
、
通
常
診
療

の
患
者
と
の
動
線
を
分
け
る
必
要
が
あ

り
、
４
月
13
日
に
感
染
症
外
来
を
設
置

し
ま
し
た
。
市
報
・
回
覧
な
ど
で
市
民

に
周
知
す
る
な
ど
し
て
、
事
前
予
約
に

よ
る
問
診
を
経
て
受
診
及
び
検
査
を
実
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総

務

委

員

会

６
月
12
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ

た
議
案
５
件
、
請
願
１
件
を
審
査
し
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
質
問
文
書
を
提
出

し
、
文
書
で
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
16
日
に
追
加
議
案
３
件
を
審

査
し
ま
し
た
。

　
特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

答　

6
月
15
日
現
在
の
給
付
状
況

は
、
申
請
数
１
万
８
６
１
７
世
帯
で

全
世
帯
の
97
・
１
％
、
郵
便
申
請

１
万
８
２
６
６
件
（
窓
口
受
付
含
む
）、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
３
５
１
件
で
す
。
口

座
振
込
み
完
了
件
数
は
１
万
８
５
９
０

世
帯
４
万
２
１
８
５
人
で
す
。
申
請
困

難
者
・
未
申
請
世
帯
は
約
５
５
０
世
帯

で
全
体
の
３
％
で
す
。

申
請
期
限
は
令
和
２
年
８
月
14
日

で
、
未
申
請
に
つ
い
て
は
広
報
、
Ｈ
Ｐ

な
ど
で
申
請
、
相
談
を
促
し
ま
す
。　
　

事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
動
員
職
員

数
は
５
月
末
ま
で
で
延
べ
４
０
０
人
、

１
日
最
大
68
人
（
５
月
10
日
発
送
準

備
）、
会
計
年
度
職
員
は
４
人
採
用
し
、

繁
忙
期
は
休
日
・
時
間
外
勤
務
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
所
及
び
相
談
窓

口
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

電
話
対
応
を
基
本
と
し
て
、
食
堂
棟
に

事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
策
を
踏
ま
え
た
災
害
時
の

　
避
難
所
に
つ
い
て

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
日
本
列
島
は
こ
れ
か

ら
本
格
的
な
梅
雨
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
。
ま
た
頻
発
し
て
い
る
地
震
災

害
の
発
生
に
備
え
た
避
難
体
制
の
構
築

と
備
蓄
品
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
密
を
避
け
る
た
め
、
各
避
難
所
の

収
容
可
能
人
数
は
、
こ
れ
ま
で
の
受
け

入
れ
人
数
よ
り
大
幅
に
少
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
対
策
と
し
て
災
害
時
に
は
、

こ
れ
ま
で
よ
り
多
く
の
避
難
所
を
開
設

し
、
避
難
者
に
対
応
し
ま
す
。

備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
ク
、
消

毒
液
、
体
温
計
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、

高
い
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
備
え
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
対
応
し
て
い

る
市
民
福
祉
部
と
連
携
し
な
が
ら
、
保

有
数
が
あ
る
も
の
は
活
用
し
、
不
足
す

る
衛
生
用
品
、
感
染
対
策
品
な
ど
は
順

次
確
保
中
で
す
。

避
難
所
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

に
対
応
す
る
た
め
、
国
が
示
し
た
指
針

な
ど
に
基
づ
き
見
直
し
中
で
す
。

発
熱
者
を
区
別
す
る
た
め
の
動
線
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
発
熱
者
な
ど
の
避

難
先
と
し
て
、
南
部
中
部
は
市
民
体
育

館
、
北
部
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
想

定
。
両
施
設
と
も
一
般
の
避
難
者
と
発

熱
者
な
ど
体
調
不
良
者
に
つ
い
て
、
区

画
や
水
回
り
に
つ
い
て
、
動
線
を
完
全

に
区
別
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
①
避
難
所
に
お
け
る
健
康
状

態
確
認
、
換
気
と
密
を
避
け
る
ス
ペ
ー

ス
確
保
、
発
熱
者
へ
の
対
応
な
ど
の
避

難
所
運
営
に
つ
い
て
、
②
手
洗
い
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
励
行
に
よ
る
感
染

防
止
策
の
徹
底
、
③
避
難
所
以
外
の
親

戚
知
人
宅
な
ど
安
全
な
場
所
へ
の
避
難

に
つ
い
て
、
市
Ｈ
Ｐ
、
広
報
紙
な
ど
で

周
知
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
消
防
本
部
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

答　
防
疫
対
策
に
つ
い
て
は
、
３
月
23

日
に
茨
城
県
で
の
感
染
者
発
生
を
受

け
、
職
員
に
対
し
執
務
中
の
マ
ス
ク
着

用
、
出
勤
時
の
体
温
測
定
を
し
て
い
ま

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
設
置
し
、

手
洗
い
、
う
が
い
、
手
指
消
毒
を
徹
底

し
て
い
ま
す
。

来
客
外
来
者
に
つ
い
て
は
、
４
月
７

日
か
ら
、
受
付
を
設
置
し
記
名
を
依
頼
、

直
接
事
務
室
へ
の
入
室
を
禁
止
し
、
面

談
や
打
合
せ
は
ロ
ビ
ー
な
ど
で
距
離
を

保
ち
飛
沫
防
止
策
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

勤
務
体
制
に
つ
い
て
は
、
４
月
20
日

か
ら
、
当
直
署
員
に
お
い
て
隔
日
勤
務

（
１
部
２
部
制
）
を
３
部
制
に
変
更
し
、

万
が
一
の
感
染
者
発
生
に
備
え
勤
務
職

員
を
固
定
し
、
職
員
間
の
接
触
を
最
小

限
と
す
る
措
置
を
と
り
ま
し
た
。
６
月

１
日
か
ら
は
勤
務
変
更
を
解
除
し
ま
し
た
。

救
急
隊
員
の
防
疫
と
装
備
に
つ
い
て

は
、
救
急
全
症
例
で
、
感
染
防
護
衣
上

下
着
用
、
ゴ
ー
グ
ル
、
ゴ
ム
手
袋
、
サ

ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
を
装
着
し
出
場
し
て

い
ま
す
。
通
報
内
容
か
ら
感
染
症
を
少

し
で
も
疑
え
ば
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
か

ら
Ｎ
95
マ
ス
ク
に
装
着
替
え
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
傷
病
者
に
疑
い
が
あ
る
場

合
に
は
救
急
車
内
換
気
扇
の
使
用
や
窓

を
開
け
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

救
急
車
両
の
防
疫
対
策
に
つ
い
て
は
、

病
院
へ
患
者
を
収
容
後
は
、
換
気
を
徹

底
し
、
車
内
及
び
機
器
な
ど
の
ア
ル
コ

ー
ル
に
よ
る
清
拭
消
毒
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
帰
署
後
は
、
汚
染
さ
れ
た
感
染

防
護
衣
は
所
定
の
場
所
に
て
廃
棄
し
、

手
洗
い
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
交
付
状
況
に
つ
い
て

答　
５
月
31
日
時
点
の
交
付
件
数
は
、

６
３
１
９
件
、
交
付
割
合
は
14
・
５
％

で
す
。
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令
和
２
年
度
、
全
国
、
茨
城
県

そ
れ
ぞ
れ
の
市
議
会
議
長
会
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
勤
続
で
表
彰

松  本  正  春  議  員
在職８年以上

茨城県市議会議長会

鈴  木  啓  一  議  員
在職 15 年以上

全 国 市 議 会 議 長 会
茨城県市議会議長会

鈴  木  康  子  議  員
在職 20 年以上

全 国 市 議 会 議 長 会
茨城県市議会議長会

令和 2 年度　専決による４月補正予算の主なもの

　感染症拡大防止対策として、感染予防啓発や、マス
ク、消毒薬剤などを購入。

660 万 9 千円

新型コロナウイルス感染症対策事業

　消費税による公費を投入して低所得者の保険料の軽
減強化を行うため、介護保険事業特別会計への繰出金
を増額する。

5028 万 6 千円

介護保険低所得者保険料軽減繰出金　

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育
て世帯の生活支援の一つとして、児童手当受給世帯を
対象に特別給付金を給付する。

5285 万円

子育て世帯臨時特別給付金事業

　新型コロナウイルス感染症対策としての外出自粛要
請により、家庭ごみ排出量の増加が見込まれることか
ら、全世帯にもやせるごみ専用袋を無償で配布する。

400 万円

もやせるごみ専用袋無償配布事業

　新型コロナウイルス感染症対策としての外出自粛要
請により、飲食、宿泊事業者などの経営状況がひっ迫
していることから、デリバリー・テイクアウト事業を
実施する市内事業者に対し、経費の一部を補助する。

2400 万円

デリバリー・テイクアウトサービス
実施応援事業

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、廃業や倒
産が懸念される中小企業・個人事業主に対する県と市
町村による新たな貸付制度に係る市協力分。　

1700 万円

　  中小企業事業継続応援貸付金
　  市町村協力金

　小中学生の各家庭における補助的学習に係る経費
を、１人当たり２万円補助する。

6216 万 6 千円

家庭学習機会確保補助事業

　新型コロナウイルス感染症緊急経済対策の一つとし
て、対象者１人につき１０万円を給付する。

43 億 3833 万 2 千円

特別定額給付金事業　

　学校の臨時休業期間中、茨城県教育委員会が実施し
ている授業映像のネット配信を小中学生の家庭学習補
助として活用するに当たり、受信環境のない児童・生
徒に対し映像記録媒体や再生機器などの貸出しをする。

189 万 1 千円

遠隔学習支援事業　

　被用者のうち、新型コロナウイルス感染症に感染し
た者、または発熱などの症状があり感染が疑われる者
に対して支給。

900 万円

新型コロナウイルス感染症疾病
　　手当金（国民健康保険事業）
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第 ２ 回 定 例 会 提 出 議 案 の 審 議 結 果

議 案 番 号 等 件　　　　　　　　　　　　　名 結　果
議会報告第２号  請願の報告について

 請願２　自家増殖を原則禁止とする種苗法「改定」の取りやめを求める請願 採　択
 請願３　｢北茨城市議会議員政治倫理条例」｢市議会だより｣ 他に関する請願 不採択

報告 第 １ 号  令和元年度北茨城市一般会計継続費繰越計算書について 
報告 第 ２ 号  令和元年度北茨城市一般会計繰越明許費繰越計算書について
報告 第 ３ 号  令和元年度北茨城市公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書について
報告 第 ４ 号  令和元年度北茨城市一般会計事故繰越し繰越計算書について
議案第 32 号  専決処分の承認を求めることについて 承　認

 専決第１号　北茨城市介護保険条例の一部を改正する条例
 専決第２号　北茨城市市税条例等の一部を改正する条例
 専決第３号　北茨城市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
 専決第４号　令和２年度北茨城市一般会計補正予算（第１号）
 専決第５号　令和２年度北茨城市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
 専決第６号　北茨城市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
 専決第７号　北茨城市市税条例の一部を改正する条例
 専決第８号　北茨城市国民健康保険条例の一部を改正する条例
 専決第９号　令和２年度北茨城市一般会計補正予算（第２号）
 専決第10号 　令和２年度北茨城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第３３号  固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同　意
議案第３４号  農業委員会の委員の任命について 同　意
議案第３５号  土地の取得について 可　決
議案第３６号  土地改良事業の計画の概要について 可　決

　令和２年第２回定例会は、６月２日から６月１６日までの１５日間の会期で開催されました。
　提出された議案は、令和２年度北茨城市一般会計補正予算など１７件。結果は次のとおりです。

議案第３７号  損害賠償の額を定めることについて 可　決

議案第３８号  震災復興市町村幹線道路整備支援事業支援対象道路の北町・関本中線整備
 に関する令和２年度委託契約の締結について 可　決

議案第３９号  北茨城市市税条例及び北茨城市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可　決
議案第４０号  北茨城市手数料徴収条例等の一部を改正する条例 可　決
議案第４１号  北茨城市国民健康保険税条例及び北茨城市介護保険条例の一部を改正する条例 可　決

議案第４２号  北茨城市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条
 例の一部を改正する条例 可　決

議案第４３号  北茨城市営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可　決
議案第４４号  令和２年度北茨城市一般会計補正予算（第３号） 可　決
議案第４５号  複合防災センター新築工事請負契約の締結について 可　決
議案第４６号  複合防災センター新築電気設備工事請負契約の締結について 可　決
議案第４７号  財産の取得について 可　決
議会議案第３号  自家増殖を原則禁止とする種苗法「改定」の取りやめを求める意見書 可　決
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表紙の解説

　請願の審査結果

採択となったもの
　請願２　自家増殖を原則禁止とする種苗法「改定」の取りやめを求める請願
　　　 　東茨城郡茨城町上飯沼 626
　　　 　農民運動茨城県連合会 代表　岡野　忠

　　　 　紹介議員　鈴木 康子

不採択となったもの
　請願３　｢北茨城市議会議員政治倫理条例」｢市議会だより｣ 他に関する請願
　　　 　磯原町木皿 991　　代表　柴田 克彦　　　　中郷町上桜井 972-1　　佐藤 一男
　　　 　磯原町木皿 777-1　　　　木村 早苗　　　　中郷町石岡 1185　　　 福田　 茂
　　　　 磯原町上相田 693　　　　小林　 勇　　　　磯原町木皿 762-4　　　齋藤 雄一
　　　 　磯原町木皿 1030　　　 　吉中 元弘　　　　磯原町大塚 1222　　　 豊田 靖幸
　　　 　磯原町本町 3-4-7　　　 　渡邉 匡秀　　　　磯原町木皿 815　　　　柴田 文弘

　　　 　紹介議員　和田 喜武

　全員協議会　　6 月 2 日、6 月 16 日開催

6 月 2 日は事務局から、上記の請願２、請願３について、執行部からは、「地方創生交付金等に係る
事業実施結果報告」、「新型コロナウイルス感染症に係る市独自経済対策について」などの報告・説明が
ありました。
　16 日は執行部から、「複合防災センター新築工事請負契約の締結について」、「財産 ( 高規格救急車 )
の取得について」などの説明がありました。

　討 論　　6 月 16 日

鈴木康子議員は、産業建設委員会に付託された、議会報告第２号請願 2「自家増殖を原則禁止とする
種苗法「改定」の取りやめを求める請願」の委員長報告「不採択」について反対討論しました。また、
議案第 32 号専決第３号「北茨城市国民健康保険税条例の一部を改正する条例」について反対討論しま
した。
　村田仁人議員は、産業建設委員会に付託された、議会報告第２号請願２「自家増殖を原則禁止とする
種苗法「改定」の取りやめを求める請願」の委員長報告「不採択」について賛成討論しました。

大北渓谷逢
あいこ

呼滝
大滝愛好家が、数年前に下流から撮影したものです。
現在、県道からは滝の落ち口しか見られません。
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　今回ご紹介する「霊峰不二」は、昭和 16 年（1941）６月、大津町役場新庁舎の竣工祝いのため横山大
観（1868－1958）が描き寄贈したものです。明治 39 年（1906）、岡倉天心率いる日本美術院の絵画部が東
京から五浦へ移転するのに伴い、大観ら日本画家が五浦に移住しました。天心が亡くなる大正 2 年より
前に、画家たちは五浦を離れていましたが、大観のみ五浦の家を別邸として残し、避暑に利用するなど、
長く愛しました。大観別邸の留守居の世話をしていたのが、大津町議会の議員を務めた小野金次で、小
野の尽力によって大観作品の寄贈がなされました。
　「大観と言えば富士」と評されるほど、大観は生涯にわたり富士山を好んで描きましたが、戦時色の濃
くなる昭和 16 年当時、愛国心の強い大観は、日本の象徴としての富士を題材にした作品を熱心に制作
しました。金雲に浮かびあがる富士は
神々しく、祝いの絵としてふさわしい
作品といえるでしょう。なお、当時の
新聞には、新庁舎の工費が２万円であ
るのに対し、「霊峰不二」は時価５万
円相当と記されています。

� 茨城県天心記念五浦美術館
� 主任学芸員　松尾　敦子

「北茨城市所蔵作品から」
横
よこ や ま た い か ん

山大観

「霊峰不二」

横山大観「霊峰不二」昭和16年　北茨城市蔵

　

記
念
す
べ
き
１
０
０
号
を
迎
え
た

「
市
議
会
だ
よ
り
」
で
す
。
10
周
年
、

50
回
、
あ
る
い
は
１
０
０
号
、
そ
れ

ぞ
れ
区
切
り
の
い
い
と
こ
ろ
で
「
は

じ
ま
り
」
や
「
一
定
の
期
間
」
を
振

り
返
っ
て
、
見
直
し
た
り
す
る
場
面

が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
改
め
て

創
刊
号
か
ら
見
て
み
る
と
、
議
員
活

動
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
が
各
所
に

う
か
が
え
、
な
ぜ
か
新
鮮
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
軌
跡
を
た
ど
り
そ

の
足
跡
の
大
き
さ
に
驚
き
、
先
人
の

教
え
に
気
づ
か
さ
れ
た
か
ら
で
し
ょ

う
。

　

こ
れ
か
ら
の
50
年
、
１
０
０
年
を

見
据
え
て
、
広
大
な
白
紙
に
一
文
字

を
書
き
込
ん
で
行
く
時
、
力
に
な
っ

て
く
れ
る
の
が
「
振
り
返
り
」
で
あ

る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
以
上
に
大
切
な
こ
と
は
、
ど
れ
だ

け
多
く
の
希
望
を
書
き
込
む
こ
と
が

で
き
る
か
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

将
来
、
大
き
な
実
を
つ
け
る
木
と

な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
種
を
蒔
い
て
お
く
こ
と

は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

�

（
上
神
谷 

英
典　

記
）

令和２年第３回定例会日程（予定）
  　令和２年第３回定例会は、９月１日から
  ９月17日の17日間です。

９月１日（火）本会議（議案説明など）

９月７日（月）本会議（一般質問）

９月８日（火）本会議（一般質問）

９月９日（水）産業建設委員会（議案審査）

９月10日（木）文教厚生委員会（議案審査）

９月11日（金）総務委員会（議案審査）

９月14日（月）決算特別委員会（一般会計・特別会計）

９月15日（火）決算特別委員会（特別会計・企業会計）

９月17日（木）本会議（採決など）

委 員 長　　豊　田　弘　俊
編 集 長　　上神谷　英　典
副編集長　　鈴　木　康　子
委　　員　　蛭　田　千香子
委　　員　　柴　田　キクエ
委　　員　　鈴　木　弥太郎
委　　員　　和　田　喜　武

● 議会だより編集委員会委員 ●

編
集
後
記

北茨城市
所蔵作品から


	P北茨城市議会だよりNo.100
	P市議会だより100号記念校了P2-3
	P市議会だより100号一般質問校了P4-5
	P4C市議会だより100号常任委員会校了P6-8
	P市議会だより100号審議結果校了P9-11

